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伊豆半島河津川におけるイッテンコテナガエビ（節足動物門：
十脚目：テナガエビ科）の初記録

丸山 智朗

Tomoaki Maruyama: First Record of Palaemon concinnus(Arthropoda: 
Decapoda: Palaemonidae) from Kawazugawa River, Izu Peninsula, 

Shizuoka Prefecture, Japan

は じ め に

　イッテンコテナガエビ Palaemon concinnus Dana, 
1852は，テナガエビ科（Palaemonidae）に分類され
る両側回遊性・広塩性のエビ類で，河川汽水域や浅海域
を好むが，淡水でも生存できる （諸喜田 , 2013; 山崎 , 
2002; 林 , 2000）。本種はインド洋～西太平洋の熱帯・
亜熱帯に分布し，日本では鹿児島県種子島以南（米沢 , 
2003; 諸喜田 , 2003）と長崎県本土部（長崎市 , 2012）
での生息が確認されている。
　河津川は，伊豆半島東部の河津町を流れ，相模灘
に注ぐ延長 9.5 km，流域面積 80.8 km²の二級水
系の本流である。これまでに本水系では，ヌマエビ
Paratya compressa， ヤ マ ト ヌ マ エ ビ Caridina 
multidentata，ミゾレヌマエビ C. leucosticta，オ
ニヌマエビ Atyopsis spinipes，スジエビ Palaemon 
paucidens，コンジンテナガエビMacrobrachium 
lar，ザラテテナガエビM. australe，ミナミテナガエ
ビM. formosense，ヒラテテナガエビM. japonicum
の 9種のエビ類と，モクズガニ Eriocheir japonica，
オオヒライソガニ Varuna litterataの 2種のカニ類が
記録されている（株式会社環境アセスメントセンター , 
2008; 今井ほか , 2008; 2012）。
　また本水系は，河口が黒潮による影響を受けやすい地
域にあること，流域に温泉地が点在し，秋～冬季でも水

温の高い部分があることから，上記のザラテテナガエ
ビ，コンジンテナガエビ，オニヌマエビのほか，チチブ
モドキ Eleotris acanthopoma，テンジクカワアナゴ E. 
fusca，オカメハゼ E. malanosoma，ナンヨウボウズ
ハゼ Stiphodon percnopterygionus，ユゴイ Kuhlia 
marginata，テングヨウジMicrophis brachyurus，
イッセンヨウジM. leiaspis，タニヨウジM. retzii，フ
ネアマガイ Septaria porcellanaなど，関東周辺を北
限とする，南方由来の両側回遊性陸水生物が多数確認さ
れている（今井ほか , 2002; 株式会社環境アセスメント
センター , 2008; 今井ほか , 2008; 今井ほか , 2012; 加
藤 , 2010; 北原 , 2012）。
　筆者が，今井ほか（2008）を参考に河津川支流の谷
津川周辺でエビ類の採集を試みた際，日本本土における
記録が上述のように非常に少ないイッテンコテナガエビ
を採集したので，ここに報告する。

調 査 地 及 び 方 法

　2013年12月1日8時15分から12時40分にかけて，
賀茂郡河津町河津川の谷津川合流点付近から，谷津川の
河津川合流点より約 450 m上流までを往復して，エビ
類の採集を行った。また，2014年 7月 14日 13時か
ら 15時 30分にかけて，河津川の来宮橋・浜橋の間と，
谷津川の合流点・合流点約 450 m上流の間において同

Abstract. 5 individuals of palaemonid shrimp, mangrove prawn Palaemon concinnus were 
collected from Kawazugawa River, Izu Peninsula, Shizuoka Prefecture, Japan on December 1, 
2013. This is the first record in Honshu and the northernmost record in Japan. However, no 
Palaemon concinnus was collected on July 14, 2014 at the same place. Palaemon concinnus 
here was considered to be able to survive until December because of inflow of hot spring 
water and brought from the south by the Japan Current. They were likely to be the abortive 
migration.
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様の調査を行った（図 1）。採集には主にタモ網，一部
で叉手網を用い，植物の一部が水中に浸漬している部分
や転石の下などから採集した。調査は筆者を含め 2名で
行った。
　採集したエビは鈴木・佐藤（1994），鈴木・成瀬（2011），
番匠おさかな館（公表年不明）等に従い，斑紋の入り方
や額角の形態・歯式などからその場で種を同定し，詳細
に調べる必要がある個体のみを生体のまま持ち帰った。

結 果

　2013年 12月 1日の調査では，河津川の，谷津川合
流点付近にあった淀み（水温21℃・淡水・2 m×4 m程度）
（図 2）において，5個体のイッテンコテナガエビを採
集した（図 3）。本種は特に物陰に隠れることはなくホ
バリングしていた。これらは 70 %エタノール液浸標本
とし，2個体を神奈川県立生命の星・地球博物館に登録

図 2．イッテンコテナガエビ Palaemon concinnusの確認
された淀み．

図 3．採集 3日後のイッテンコテナガエビ Palaemon 
concinnusの生体．丸山智朗撮影．

図 1．調査地略図．

（KPM-NH0000894, 895）した。残りの 3個体は筆者
の自宅にて保管している。その淀みでは，本種の他に大
型淡水生物として，ミナミテナガエビMacrobrachium 
formosense，コンジンテナガエビM. lar，ミゾレ
ヌマエビ Caridina leucosticta，ヒメヌマエビ C. 
serratirostris，ヨシノボリ属の一種 Rhinogobius 
sp.，カワニナ Semisulcospira libertinaが見られた。
　2014年 7月 14日に同じ場所を再度訪れたところ，
流れが変わっていて淀みは小さくなっており，少数のミ
ゾレヌマエビが見られたのみであった。
　また，両日の調査により確認された十脚甲殻類
は ヌ マ エ ビ Paratya compressa， ヒ メ ヌ マ エ ビ
Caridina serratirostris， ト ゲ ナ シ ヌ マ エ ビ C. 
typus，ミゾレヌマエビ C. leucosticta，スジエビ
Palaemon paucidens，イッテンコテナガエビ P. 
concinnus，コンジンテナガエビ Macrobrachium 
lar，ヒラテテナガエビM. japonicum，ミナミテ
ナガエビ M. formosense，ザラテテナガエビ M. 
australe，モクズガニ Eriocheir japonica，クロベ
ンケイガニ Chiromantes dehaanii，アカテガニ C. 
haematocheirであった。このうちヒメヌマエビ，トゲ
ナシヌマエビ，イッテンコテナガエビ，アカテガニ，ク
ロベンケイガニは水系内で新たに確認された種であり，
本水系で記録のあるコエビ類は 12種，カニ類は 4種と
なった。
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限記録となる。本種は13ゾエア期（諸喜田 , 2003）という，
他の陸水産エビ類と比較して長い浮遊幼生期をもつため，
南西諸島から伊豆半島にまで黒潮に乗ってきたと考えられ
る。さらに河津川は温泉水の影響による温排水により冬
季でも水温が比較的高い（今井ほか , 2007）ため，本種
が 12月まで生息し得たのだろう。ただし，本種は海水魚
の活餌として大型観賞魚店やオンラインショップで販売さ
れることがあるため，今回採集された個体が人為的移入に
よるものであった可能性も否定することはできない。
　本種は，本来の分布域よりも北での未成熟個体の確
認が相次いでいるコンジンテナガエビやザラテテナガエビ
（宇佐美ほか , 2008; 今井・大貫 , 2013a; 2013b）のよ
うに，九州以北の各地で確認される可能性があり，今後
も調査が必要である。

２．採集個体の流程分布について
　本種は淡水域よりも汽水～海水域を好むとされる（林 , 
2000）が，今回は淡水域にある，2m×4m程度の小さ
な淀み（水温 21℃）のみで採集された。これは，本来琉
球列島の温かい陸水に生息する本種が，冷たい河津川本
流から避難してきたためだと考えられる。同じく温排水に
より水温が高い（18℃）谷津川では確認されなかった理
由としては，より水温が高い淀みを好んだこと，本来汽水
域に多い本種が海から離れることを避けたこと，谷津川に
は流れの速い部分が多く緩流域を好む本種の生息には不
向きだったことが考えられる。

３．再生産の可能性について
　今回は 5個体の本種が確認されたが，大抵の場合 1
か所での確認は 1個体か 2個体程度に留まる（丸山 , 
2014; 宇佐美ほか，2008; 今井・大貫，2013a; 2013b; 
北野 , 2014; 今井ほか , 2012）南方由来の偶産エビ類と
しては比較的多かった。しかし，上述したように生息適地
がごく狭い範囲に限られていたために集中した可能性が高
く，抱卵個体や幼体の確認ができていないこと，当歳と
思われる個体しか確認されていないことから，再生産して
いる可能性は低いと考えられる。今後も定期的な調査を
行い，翌年も出現するかどうかなどを含め，当地における
本種の生態を明らかにしていく必要がある。

４．河川における温排水の影響について
　河津川水系において，今回のイッテンコテナガエビを含
め南方由来の陸水生物が多く確認されることは，温泉水
の河川流入により，冬季でも水温があまり下がらないこと
に原因がある（今井ほか , 2007）が，このように温泉水
または下水処理水の流入により，冬季でも水温の高い河
川や河川の一部分は神奈川県内や伊豆半島の各所に存在
する。今後，他の温排水の流入する河川でも調査を行い，
河津川・谷津川との比較を通して，温排水の生態系に与え
る影響を考える必要がある。

記 載

イッテンコテナガエビ
Palaemon concinnus Dana, 1852

KPM-NH0000894，頭胸甲長7.7 mm，体長 27.5 mm，
額角長7.0 mm，額角歯式は1+7/5
KPM-NH0000895，頭胸甲長 8.1 mm，体長 29.1 mm，
額角長 8.3 mm，額角歯式は1+5/4
自宅保管，頭胸甲長 7.6 mm，体長 26.2 mm，額角長 7.9 
mm，額角歯式は 1+6/5
自宅保管，頭胸甲長 7.8 mm，体長 29.4 mm，額角長 8.2 
mm，額角歯式は 1+6/4
自宅保管，頭胸甲長 6.9 mm，体長 25.1 mm，額角長 6.2 
mm，額角歯式は 1+5/4

静岡県賀茂郡河津町谷津 河津川の谷津川合流点 10 m
下流の淀み，2013年 12月1日，丸山智朗採集
　頭胸甲には鰓前棘があり縫合線は鰓前棘から明らかに
離れている，額角は触角鱗先端を少し超える，額角上縁
の歯のうち1個は他の歯とは離れて先端付近にある，第 2
胸脚の腕節は前節よりも長い（図 4）。
生時は第 3腹節背面に 1つ，第 6腹節後方側面に 2つ
の黒斑があった。それら以外に目立った斑紋は無かった。

　これらは，林（2000）に記されたイッテンコテナガエビ
の特徴によく一致している。また，体長が小さいことから
当歳と考えられる。

考 察

１．生物地理学的にみた今回の記録
　今回本種が確認された地点は，これまでの日本での北
限記録地である長崎県本土部（長崎市 , 2012）よりも北
に位置し，本州初記録であるとともに日本での新たな北

図 4．KPM-NH0000894．河津川産イッテンコテナガエビ
Palaemon concinnus．丸山智朗撮影．
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